
保
育
の
お
知
ら
せ
や
、
予
防
接

種
の
組
合
員
料
金
な
ど
「
北
毛

保
健
生
協
ま
る
わ
か
り
ガ
イ

ド
」
を
活
用
し
、
わ
か
り
や
す

く
伝
え
て
い
ま
す
。

６
日
の
行
動
で
は
４
チ
ー
ム

が
大
久
保
地
域
で
32
軒
訪
問

し
、
16
軒
の
お
宅
で
対
話
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
生
協
を
広
く
勧
め
て
い
き

ま
す
。

〈
金
島
支
部
〉

金
島
支
部
は
、
９
月
の
運
営

委
員
会
で
統
一
期
間
中
に
５
人

を
や
り
あ
げ
る
こ
と
を
決
め
ま

し
た
。
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北毛保健生協組合員現勢
2017年９月末現在

組合員……………… 17,377人■
出資金……………… ７億327万円
１人平均出資金…… 40,472円

組合員自身の力で組織を
大きく強くしましょう！

大腸肛門外来　第２月曜日　夜間外来（予約制）が始まりました。おしり（肛門など）で何か気になることがあれば、ぜひお気軽にお問い合わせください。

ゴ
ル
フ
を
始
め

て
か
れ
こ
れ
、
20

数
年
が
経
っ
て
い

ま
す
。

年
数
は
経
っ
て

い
ま
す
が
、
な
か

な
か
思
う
よ
う
な

ゴ
ル
フ
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ゴ
ル
フ
の
本
を
買
っ
て
み
た

り
、
上
手
な
人
の
手
ほ
ど
き
や

ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
で
大
切
な
の
は
、
体

や
腰
の
回
転
、
タ
ー
ン
が
基
本

だ
と
言
う
こ
と
は
頭
の
中
で
は

十
分
わ
か
っ
て
い
る
の
で
す

が
、
現
実
は
思
う
よ
う
に
い
き

ま
せ
ん
。

打
っ
た
と
き
に
体
の
軸
が
動

い
て
し
ま
い
勢
い
が
な
く
、
飛

ば
な
い
、
そ
の
よ
う
な
ボ
ー
ル

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

知
り
合
い
の
方
が
一
度
レ
ッ

ス
ン
プ
ロ
に
つ
い
て
み
た
ら
と

誘
っ
て
く
だ
さ
り
、
毎
週
一
度

約
半
年
レ
ッ
ス
ン
し
て
い
た
だ

き
、
お
か
げ
さ
ま
で
ス
ラ
イ
ス

ボ
ー
ル
は
無
く
な
っ
て
き
ま
し

た
。
現
在
は
、
退
職
し
た
の
で

都
合
が
つ
け
ば
月
に
２
、
３
回

ラ
ウ
ン
ド
と
練
習
場
に
通
っ
て

い
ま
す
。

地
域
と
の
ふ
れ
あ
い
ゴ
ル
フ

や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ゴ
ル
フ
に
参

加
し
楽
し
く
過
ご
し
て
い
ま

す
。加

齢
と
と
も
に
、
足
腰
が
弱

く
な
っ
て
来
る
現
状
で
な
る
べ

く
カ
ー
ト
に
乗
ら
な
い
で
、
歩

く
こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

日
頃
か
ら
、
散
歩
や
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
を
し
て
健
康
維
持
向
上

を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
い
ろ
い

ろ
な
行
事
に
参
加
す
る
こ
と

で
、
刺
激
を
受
け
、
見
聞
を
広

め
て
行
き
、
毎
日
を
楽
し
く
健

康
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と
感

じ
て
い
ま
す
。

（
Ｋ
・
Ｈ
）

生
協
強
化
月
間
が
始
ま
り
、
全
国
統
一
期
間
の
10
月
２
日
（
月
）
か
ら
10
月
10
日

（
火
）
に
は
、
仲
間
ふ
や
し
・
出
資
金
ふ
や
し
の
行
動
を
各
支
部
・
事
業
所
で
行
い
ま

し
た
。
統
一
行
動
期
間
中
に
、
実
増
１
０
０
人
（
支
部
50
人
、
職
場
50
人
）
の
仲
間

ふ
や
し
を
目
標
に
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

こ
の
統
一
期
間
中
に
、
52
人
が
新
し
く
組
合
員
と
な
り
ま
し
た
。
北
毛
保
健
生
協

に
は
、
13
の
支
部
が
あ
り
ま
す
。
支
部
で
50
人
の
目
標
を
１
支
部
に
あ
て
は
め
る
と

約
４
人
と
な
り
ま
す
。
各
支
部
で
強
化
月
間
の
行
動
計
画
を
た
て
、
統
一
期
間
に
５

人
以
上
を
達
成
し
た
支
部
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

ち
か
ら
を
合
わ
せ
る
協
同
の“

わ‘

〈
半
田
支
部
〉

半
田
支
部
は
、
統
一
行
動
期

間
に
13
人
の
新
し
い
仲
間
を
む

か
え
て
い
ま
す
。そ
の
成
果
は
、

９
月
の
運
営
委
員
会
で
計
画
さ

れ
た
準
備
を
も
と
に
取
組
み
ま

し
た
。
内
容
は
以
下
の
通
り
。

一
、
地
域
の
現
状
を
組
合
員
名

標
を
達
成
す
る
た
め
の
計
画
を

練
り
ま
し
た
。地
域
で
の
対
話
を

重
視
し
目
標
が
達
成
で
き
る
た

め
に
は
毎
週
２
回
の
訪
問
行
動

に
取
り
組
む
事
に
な
り
ま
し
た
。

統
一
行
動
期
間
中
に
５
日
、

10
日
の
２
日
間
の
訪
問
行
動
を

行
い
９
件
の
仲
間
ふ
や
し
を
行

い
ま
し
た
。
や
っ
と
た
ど
り
着

い
た
お
宅
で
は
、「
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
ほ
ん
と
に
お
世
話
に
な

り
ま
し
た
」
と
病
院
の
話
し
で

和
や
か
に
、
こ
こ
ろ
よ
く
名
義

変
更
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

訪
問
行
動
の
終
了
後
に
は
公

民
館
で
行
動
の
ま
と
め
会
を

し
、
今
日
の
大
き
な
成
果
を
み

ん
な
で
喜
び
、
こ
れ
か
ら
の
計

画
に
つ
い
て
話
が
弾
み
、
統
一

行
動
期
間
後
も
成
果
を
積
み
重

ね
て
い
ま
す
。

〈
吉
岡
支
部
〉

吉
岡
支
部
は
、
支
部
役
員
・

配
布
者
が
中
心
に
な
っ
て
職
員

と
一
緒
に
訪
問
行
動
。
統
一
期

間
中
６
日
に
訪
問
行

動
を
行
い
ま
し
た
。

吉
岡
町
の
地
域
事

情
は
、「
あ
っ
と
い

う
間
」
に
新
し
い
住

宅
が
増
え
て
い
る

事
。
新
し
い
住
宅
に

は
、
地
域
の
配
布
者

さ
ん
が
一
緒
に
訪
問

す
る
の
が
安
心
で

す
。若

い
世
帯
に
は
小

児
科
や
病
児
病
後
児

簿
で
把
握
す
る

一
、
名
義
変
更
、
新
規
加
入
対

象
世
帯
を
選
び
出
す

一
、
訪
問
し
や
す
い
よ
う
に
小

学
校
区
の
地
図
で
訪
問
の
準

備
一
、
訪
問
先
の
書
類
を
準
備

こ
の
計
画
の
も
と
10
月
３

日
・
４
日
・
７
日
の
３
日
間
で

訪
問
し
対
話
の
中
か
ら
13
件
の

仲
間
ふ
や
し
を
達
成
し
ま
し

た
。
統
一
行
動
期
間
に
集
中
し

て
行
動
し
た
成
果
で
し
た
。

〈
赤
城
支
部
〉

赤
城
支
部
は
、
９
月
の
運
営

委
員
会
で
、
強
化
月
間
中
の
目

今年の協同まつりの実行委員企画は、国連で「核兵器禁止条約」が決議された歴史的な事実
を取り上げ、“かざぐるまの会”からギターの西さんと行幸田在住の小林一郎さんのピアノの
伴奏で、新婦人の会渋川支部のみなさんと参加者全員で“平和のうたごえ”を響かせました

10
月
６
日
の
運
営
委
員
会
の

時
点
で
は
成
果
は
０
人
。

運
営
委
員
会
が
終
わ
っ
た
直

後
か
ら
行
動
を
開
始
。
川
島
地

域
で
名
義
変
更
の
訪
問
行
動
を

行
い
、
３
人
の
仲
間
ふ
や
し
を

達
成
し
ま
し
た
。

日
頃
か
ら
生
協
の
役
員
が
地

域
で
顔
の
見
え
る
お
付
き
合
い

を
大
切
に
し
て
い
た
こ
と
が
成

果
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
統
一
行
動
期
間
中
の

生
協
コ
ー
ナ
ー
最
終
日
。
診
療

所
で
の
生
協
コ
ー
ナ
ー
を
担
当

し
、
積
極
的
な
対
話
の
中
で
信

頼
を
得
て
未
加
入
利
用
者
の
方

に
組
合
員
に
な
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

生
協
コ
ー
ナ
ー

は
、“

組
合
員
ど
う
し

利
用
の
支
え
あ
い‘

が
メ
イ
ン
で
す
が
、

統
一
行
動
期
間
中
に

は
仲
間
ふ
や
し
と
出

資
金
ふ
や
し
の
場
と

し
て
も
成
果
を
上
げ

て
い
ま
す
。

s
赤
城
支
部
　
北
赤
城
山

地
域
の
訪
問
後
、
赤
城
公

民
館
で
ま
と
め
会

t
吉
岡
支
部
　
駒
寄
地
域

を
全
戸
訪
問

▲金島支部　金井南町地域を全戸訪問

▲半田支部　病院生協コーナー終了後
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検査時間15分でＯＫ。結果は3日で郵送します。 注：朝食を食べずに来院下さい。 問い合わせ先：北毛病院検査室　10279-25-2074》

今
回
は
、
２
つ
の
こ
と
ば
を

胸
に
秘
め
て
参
加
し
た
。

１
つ
は「
原
発
が
な
け
れ
ば
」

と
壁
に
書
き
残
し
て
自
ら
の
命

を
絶
っ
た
、
酪
農
家
の
こ
と

ば
。２

つ
は
、
２
回
目
の
視
察
時

の
浪
江
町
職
員
の
「
福
島
を
忘

れ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
こ

と
ば
。

そ
し
て
福
島
を
切
り
捨
て
る

国
と
東
電
の
非
情
へ
の
怒
り
。

訪
れ
る
た
び
に
様
子
は
変
わ

り
、
５
年
前
の
息
を
の
む
よ
う

な
悲
惨
な
光
景
は
見
ら
れ
な

い
。し

か
し
、
ふ
る
さ
と
に
帰
り

た
く
て
も
帰
れ
な
い
人
た
ち
の

思
い
、
い
じ
め
問
題
、
廃
炉
や

放
射
線
量
、原
発
再
稼
働
な
ど
、

現
地
で
目
に
見
え
な
い
も
の
も

し
っ
か
り
見
す
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
う
。

福
島
の
現
地
視
察
は
そ
の
第

一
歩
に
な
る
。（
70
代
　
男
性
）

◆
　
　
◆
　
　
◆

津
波
で
全
壊
し
た
富
岡
駅
は

駅
舎
だ
け
立
派
な
も
の
に
再
建

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
町
に
は
ス

ー
パ
ー
も
開
店
し
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
周
り
の
家
々
は
無

人
で
す
。
震
災
か
ら
６
年
半
い

ま
だ
に
10
万
人
も
の
人
が
故
郷

に
帰
る
こ
と
が
出
来
な
い
の
で

す
。
畑
に
は
放
射
能
の
ご
み
の

山
、駐
停
車
も
出
来
な
い
道
路
、

こ
の
異
様
な
光
景
は
あ
と
何
年

続
く
の
で
し
ょ
う
。
何
気
な
い

日
常
が
送
れ
る
こ
と
は
ど
ん
な

に
幸
せ
な
事
か
思
い
知
ら
さ
れ

る
視
察
ツ
ア
ー
で
し
た
。
日
々

電
力
を
使
い
便
利
に
生
活
し
て

い
る
私
た
ち
に
原
発
の
恐
ろ
し

さ
は
な
か
な
か
伝
わ
り
ま
せ

ん
。『
ふ
く
し
ま
視
察
』
は
や

め
る
こ
と
な
く
多
く
の
人
に
参

加
し
て
い
た
だ
く
の
が
１
番
だ

と
思
い
ま
す
。（
70
代
　
女
性
）

◆
　
　
◆
　
　
◆

出
発
が
前
年
度
は
朝
の
５

時
、
今
回
は
６
時
で
気
が
楽
、

初
め
て
の
参
加
の
人
も
い
ま
し

た
。（
俺
も
そ
の
中
の
ひ
と

り
）。車内

で
各
自
視
察
の
抱
負
を

語
る
。
小
名
浜
生
協
病
院
の
國

井
勝
義
事
務
長
に
浪
江
町
、双

葉
町
、大
熊
町
、富
岡
町
、楢
葉

町
の
経
過
と
現
状
を
ガ
イ
ド
し

て
も
ら
い
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。
原
発
事
故
の
恐
ろ
し
さ

と
家
や
田
畑
を
草
木
で
包
み
込

ん
で
し
ま
う
自
然
の
脅
威
に
愕

然
と
し
ま
し
た
。
復
興
の
槌
音

は
す
る
が
人
の
足
音
が
ま
っ
た

く
な
い
。
今
後
被
災
さ
れ
た

方
々
の
話
が
聞
け
た
ら
？

被
災
者
の
気
持
ち
を
理
解
し

て
い
な
い
自
分
が
情
け
な
い
。

（
60
代
　
男
性
）

ご連絡の上、履歴書をお送りください。 
（連絡先） 
　渋川市有馬237-1 
　北毛保健生活協同組合 
　総務部　鈴木まで 
　　　　　TEL 0279-24-1234

職員募集 職員募集 職員募集 
医　　　師 
看　護　師 
薬　剤　師 
保　健　師 
ヘ ル パ ー 
運　転　手 
事　　　務 
看 護 助 手 
介護福祉士（病院） 

常勤・パート 
夜勤可能な方歓迎 
常勤・パート 
常勤 
登録 
パート 
パート 
常勤・パート 
常勤 

帰
れ
な
い
・
・
・

帰
れ
な
い
・
・
・ 

　
　
　

　
　
　
日
常
を
奪
っ
た
原
発

日
常
を
奪
っ
た
原
発 
帰
れ
な
い
・
・
・ 

　
　
　
日
常
を
奪
っ
た
原
発 

そ
ろ
そ
ろ
男
体
山
に
冠
雪
が

見
え
る
こ
ろ
に
な
り
ま
し
た
。

関
東
平
野
の
外
れ
、
年
金
山
の

下
に
住
み
着
い
て
早
10
年
。
家

の
庭
を
な
が
め
な
が
ら
の
早
朝

の
配
布
の
気
持
ち
良
さ
。
配
布

率
１
０
０
％
を
め
ざ
し
、
動
け

市
街
地
支
部高

橋
　
顕
さ
ん

¡
配
布
者
さ
ん
紹
介
¡

る
う
ち
は
ケ
ッ
パ
ル
ぞ
!!
。

俺
の
健
康
法
＝
日：

僅
酒

月：

緊
酒
　
火：

勤
酒
　
水：

近
酒
　
木：

禁
酒
　
金：

欣
酒

土：

謹
酒

い
か
か
で
し
ょ
う
か
、
あ
と

二
言
。
お
金
は
肥
料
と
同
じ
。

若
い
芽
を
育
て
る
た
め
に
使
わ

な
け
れ
ば
何
の
価
値
も
な
い
。

I’llnever
be

hungry
again

私
は
、
二
度
と
飢
え
な
い
。

私も 
配って 
ます 

私も 
配って 
ます 

〔
市
街
地
〕

岸
　
　
　
知
久
江
　
元
　
町

〔
半
田
〕

柴
　
田
　
テ
ル
子
　
半
　
田

〔
八
木
原
〕

儘
　
田
　
秀
　
雄
　
八
木
原

〔
有
馬
〕

見
　
城
　
壽
　
雄
　
有
　
馬

中
　
島
　
英
　
一
　
　
〃

中
　
島
　
ナ
ミ
江
　
　
〃

〔
豊
秋
〕

茂
　
木
　
一
　
哉
　
石
　
原

茂
　
木
　
喜
代
子
　
　
〃

〔
金
島
〕

児
　
玉
　
美
佐
子
　
祖
母
島

蓮
　
沼
　
和
　
子
　
金
　
井

〔
子
持
〕

横
　
地
　
弘
　
之
　
北
　
牧

横
　
地
　
真
奈
美
　
　
〃

羽
　
鳥
　
ス
　
ミ
　
白
　
井

信
　
沢
　
順
　
二
　
中
　
郷

石
　
橋
　
え
い
子
　
吹
　
屋

小
　
野
　
た
つ
み
　
横
　
堀

〔
赤
城
〕

狩
　
野
　
　
　
孝
　
津
久
田

狩
　
野
　
和
　
江
　
　
〃

〔
吉
岡
〕

松
　
岡
　
靖
　
和
　
漆
　
原

青
　
木
　
　
　
進
　
　
〃

小
　
林
　
時
　
江
　
大
久
保

金
　
子
　
信
　
一
　
　
〃

高
　
橋
　
た
け
子
　
上
野
田

�
　
岡
　
ス
ミ
エ
　
　
〃

生
　
津
　
　
　
倫
　
下
野
田

狩
　
野
　
利
　
夫
　
　
〃

〔
榛
東
〕

須
　
藤
　
憲
　
二
　
新
　
井

冨
　
岡
　
和
　
彦
　
山
子
田

湯
　
浅
　
三
　
郎
　
　
〃

湯
　
浅
　
美
恵
子
　
　
〃

〔
吾
妻
郡
〕

佐
　
藤
　
　
　
勉
　
嬬
恋
村

小
　
熊
　
や
ま
の
　
中
之
条

〔
豊
秋
〕

徳
　
田
　
順
　
一
　
行
幸
田

〔
金
島
〕

清
　
水
　
重
　
雄
　
金
　
井

清
　
水
　
シ
ツ
子
　
金
　
井

〔
子
持
〕

石
　
関
　
イ
　
サ
　
北
　
牧

兵
　
藤
　
と
し
み
　
中
　
郷

峯
　
岸
　
高
　
二
　
吹
　
屋

〔
吉
岡
〕

塚
　
田
　
敏
　
子
　
上
野
田

吉
　
村
　
多
美
子
　
下
野
田

〔
榛
東
〕

細
　
野
　
長
　
盛
　
広
馬
場

〔
北
橘
〕

富
　
澤
　
町
　
子
　
箱
　
田

〔
小
野
上
〕

飯
　
塚
　
仁
　
雄
　
小
野
子

飯
　
塚
　
春
　
枝
　
　
〃

唐
　
澤
　
崇
　
子
　
村
　
上

増
　
　
　
　
資

２
０
１
７
年
９
月

加
　
　
　
　
入

北
毛
保
健
生
協
に
加
入
し
て
、健
康
な
く
ら
し
を
!!

くらしの学校２
０
１
７
年
度
の
く
ら
し
の
学
校
「
ふ
く
し
ま
視
察
」
が
９
月
20
日
に
行
わ
れ

ま
し
た
。
４
回
目
を
む
か
え
る
今
年
は
、
９
支
部
か
ら
28
人
と
職
員
３
人
が
参
加

し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
感
想
を
紹
介
し
ま
す
。

北毛保健生協デー記念行事
【日　時】12月８日（金）

午後９時30分から11時30分
【会　場】渋川ほっとプラザ
【催　し】第１部　北毛保健生協デー記念表彰

①永年勤続職員表彰
②生協強化月間目標達成の支部、職場表彰

第２部　辺野古支援報告　他

第49回群馬県生協大会が10月24日（火）、前橋市の群馬県公社総合ビル多
目的ホールで開催され、会員生協の組合員･役職員など208名が参加しました。
大会は、第一部に記念式典。第二部が古屋和雄さんの記念講演「誰もが幸せ
に生きるために～競争社会から共生社会～」でした。
北毛保健生協からは、渋川社協と連携して子持老人福祉センターで健康相

談と脳のトレーニングを開催している
子持支部。そして、半田支部の「楽し
いことをやろう」をモットーに取り組
んでいる「芸能班会」や長年にわたる
顔の見える近所付き合いを通した「居
場所づくり」が団体表彰を受けました。
あわせて、勤続30・15年の職員表彰

がありました。

● 組合員ホール活用企画　第11弾 ●

班会講師養成講座「編み物・作り」（かぎ針編みの四角いベスト作成）
【日　程】第１回　12／７（木）13：30～

第２回　12／21（木）13：30～
【場　所】組合員ホール
【講　師】西田雍子さん（榛東支部）
【用意するもの】糸モヘヤまたはダイヤタスマニアンメ
リノを３玉、針５～６号かぎ針
ぜひ、班会などの支部活動にお役立て下さい。
申し込み詳細は、北毛保健生協事務局　担当：木村
TEL：24－2141

【お詫び訂正】講師養成講座「こんにゃく作り」は11/16（木）で開始時間が
13：30からとなります。お詫びして訂正いたします。

第49回　群馬県生協大会 10
24
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《“日曜お手軽健診”実施中！〈採血検査です。内容は肝機能・脂質・腎機能・貧血等の検査〉毎週日曜日の午前9時～12時。料金1,500円。

北毛保健生協外来医師診療表（2017年11月～） 北毛病院 (24)1234    北毛診療所 (24)2818 〔－は休診〕眼科が再開されました

五十嵐 

吉
岡
支
部
は
、
１
９
８
５
年

（
昭
和
60
年
）
に
誕
生
し
、
23

年
、
山
あ
り
谷
あ
り
の
あ
ゆ
み

が
あ
り
、
現
在
組
合
員
は
１
、

８
５
８
人
と
な
り
ま
し
た
。
世

帯
数
は
年
に
２
０
０
世
帯
ほ
ど

増
加
し
て
お
り
、
仲
間
ふ
や
し

の
可
能
性
は
大
き
い
で
す
。
し

か
し
、
前
橋
、
高
崎
に
隣
接
す

る
地
域
な
の
で
、
北
毛
病
院
を

使
わ
な
い
難
し
さ
も
抱
え
て
い

ま
す
。

支
部
の
情
報
を
し
ら
せ
る
支

部
ニ
ュ
ー
ス
「
げ
ん
き
」
を
発

行
し
て
い
ま
す
。

班
会
は
、
コ
ス
モ
ス
班
会

（
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）、
ダ
ン

ベ
ル
班
会
が
定
期
的
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

わ
く
わ
く
班
会
は
、
吉
岡
支

部
独
特
で
、
支
部
ニ
ュ
ー
ス
を

通
じ
て
全
組
合
員
に
知
ら
せ
て

い
ま
す
。
中
華
ま
ん
じ
ゅ
う
、

絵
巻
き
寿
司
、
折
り
紙
、
ラ
ベ

ン
ダ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
、
新
聞
ち

ぎ
り
絵
な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。
毎
月
第
４
月
曜
日
の
午
後

医療講座 医療講座 

「
い
じ
め
の
あ
る
世
界
に
生
き
る

君
た
ち
へ
」
中
井
久
夫
著
を
参
考
に

北
毛
病
院
　
精
神
神
経
科
　
鈴
　
木
　
　
　
繁

著
名
な
精
神
科
医
、
中
井
氏

が
少
年
少
女
用
に
再
編
し
た
も

の
で
す
が
、
大
人
が
読
ん
で
も

な
お
難
解
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま

す
。
ま
ず
、
そ
の
要
約
で
す
。

孤
立
し
て
い
な
い
と
、
ず
っ

と
い
じ
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
い
じ
め
の
第
一
歩
は

孤
立
化
さ
せ
る
こ
と
な
の
で

す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
決
め
、
ほ

か
の
子
が
そ
の
人
か
ら
距
離
を

置
く
状
況
を
つ
く
り
ま
す
。
距

離
を
置
か
な
い
人
に
は
ペ
ナ
ル

テ
ィ
が
あ
り
ま
す
。
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
は
根
拠
の
な
い
「
欠
点
」

を
あ
げ
つ
ら
い
、差
別
し
ま
す
。

加
害
者
は
周
到
で
す
。
最
初
か

ら
最
後
ま
で
世
論
（
先
生
、
生

徒
）
を
気
に
し
ま
す
。
Ｐ
Ｒ
作

戦
は
世
論
が
対
象
で
す
。
孤
立

化
が
成
功
す
る
と
、
周
囲
は
助

け
る
価
値
が
な
い
と
考
え
ま

す
。
本
人
ま
で
い
ら
ぬ
劣
等
感

を
も
ち
ま
す
。
こ
こ
で
暴
力
を

ふ
る
っ
て
お
け
ば
、
あ
と
は
脅

す
だ
け
で
も
十
分
で
す
。
ま
さ

に
隷
従

れ
い
じ
ゅ
う

で
す
。

い
じ
め
は
だ
ん
だ
ん
「
透
明

化
」
し
て
周
り
に
見
え
な
く
な

り
ま
す
。
か
つ
て
善
良
な
ド
イ

ツ
人
た
ち
に
強
制
収
容
所
が
見

え
な
か
っ
た
状
況
に
似
て
い
ま

す
。
人
間
に
は
見
た
く
な
い
も

の
を
見
な
い
で
お
く
よ
う
に
す

る
心
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
り
ま

す
。責

任
の
あ
る
大
人
た
ち
も

様
々
な
言
い
訳
を
し
ま
す
。

「
子
ど
も
の
世
界
に
大
人
が
う

っ
か
り
口
を
は
さ
ん
で
は
い
け

な
い
」「
自
分
も
い
じ
め
ら
れ

て
大
き
く
な
っ
た
」「
あ
い
つ

に
は
覇
気
が
な
い
か
ら
だ
」
な

ど
。タ

ー
ゲ
ッ
ト
は
孤
立
無
援

で
、
反
撃
も
脱
出
も
で
き
な
い

無
力
な
自
分
が
ほ
と
ほ
と
嫌
に

な
り
、
人
間
と
し
て
の
プ
ラ
イ

ド
が
崩
れ
て
ゆ
き
ま
す
。
彼
の

世
界
は
相
当
狭
く
な
り
、
加
害

者
と
の
人
間
関
係
だ
け
に
な
り

ま
す
。
周
り
の
先
生
や
生
徒
は

と
て
も
遠
い
存
在
に
な
り
ま

す
。
例
え
家
族
旅
行
に
行
っ
て

も
、
加
害
者
が
そ
の
場
に
い
る

の
で
す
。
あ
と
２
年
で
卒
業
と

頭
で
は
分
か
っ
て
い
て
も
、
そ

の
時
間
が
と
て
も
長
く
、
永
遠

の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

金
銭
の
搾
取
は
さ
ら
に
残
忍

で
す
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
自
分
の

持
ち
金
に
足
ら
ず
、
親
か
ら
金

を
盗
ん
だ
り
、
時
間
を
費
や
し

て
万
引
き
に
ま
で
手
を
出
し
ま

す
。冷
酷
な
加
害
者
は
、そ
う
し

た
金
を
ゴ
ミ
の
よ
う
に
、
時
に

は
燃
や
し
ま
す
。無
理
難
題
は
、

自
殺
を
決
定
的
に
し
ま
す
。

い
じ
め
の
対
極
に
あ
る
の

は
、
人
権
意
識
で
あ
り
、
民
主

主
義
で
す
。
家
族
や
教
職
員
が

し
っ
か
り
し
た
人
権
意
識
を
持

ち
合
わ
せ
て
い
な
い
と
、
子
ど

も
は
ま
す
ま
す
い
じ
め
に
走
っ

て
し
ま
い
ま
す
。中
井
氏
自
身
、

い
じ
め
の
経
験
が
あ
り
、
30
年

以
上
前
に
も
、
い
じ
め
の
ピ
ー

ク
が
あ
り
ま
し
た
。い
じ
め
は
、

大
人
一
人
一
人
の
民
主
主
義
の

問
題
で
す
。

支
部
紹
介
⑧

吉
岡
支
部

を
定
例
に
し
て
い
ま
す
。
気
楽

に
集
ま
れ
る
居
場
所
に
な
っ
て

い
く
と
い
い
な
、と
思
い
ま
す
。

t
隣
保
館
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

コ
ス
モ
ス
班

s
絵
巻
寿
司
づ
く
り



▲社保バザー
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無料法律相談 毎月第１月曜日 午後７時～ 渋川民商事務所（金井本町）に於いて 顧問弁護士による無料法律相談を行っています。お問い合わせは122-1482

s
抽
選
会
　
伊
香
保

支
部

s
北
橘
支
部
の
野
菜

▲小野上のりんご舞たけ

t
子
持
支
部
の
味
噌

お
で
ん

t
赤
城
支
部
の
焼
き

ま
ん
じ
ゅ
う

t
金
島
支
部
の
無
料

す
い
と
ん

t
司
会
進
行
の
石
坂
峯

子
さ
ん
（
吉
岡
支

部
）
・
関
口
哲
也
さ

ん
（
医
事
課
）

s
古
巻
協
議
会
の
煮
込
み

お
で
ん

s
雨
空
を
晴
れ
や
か
に
し
た

八
木
節
響
友
会

１
等
ホ
ー
ム
ベ
ー
カ
リ
ー
古
河
市
の
Ｍ
さ
ん

１
等
タ
ニ
タ
体
組
成
計
赤
城
の
Ｈ
さ
ん

t
吉
岡
支
部
の

中
華
ま
ん

t
交
流
広
場

▲抽選会引換所１等 炊飯器 有馬のＭさん

１等 高級メロン
安中市のＷさん

１等 自転車
みなかみ町のＴさん

▲支援センター・
スタッフによる
喫茶コーナー

病院から見た協同まつり全体

協同まつり協同まつり10   
    22
10   
    22

1200人が
集う

今年の協同まつりは、台風の影響が心配される中で開催されました。開会あいさつで中澤眞理実行委員長から、
８月の総代班長研修会の学習講演で話された元大山自治会長佐藤良子さんの「自治会のまつりは、雨でも嵐でも
開催してきた。催し物は、災害時の炊き出しの練習だと考えて取り組む」が紹介され、一致団結して開催しました。
あいにくの天気にもかかわらず、会場の北毛病院駐車場に1,200人が集いました。

▲市街地支部の焼そば

t
ラ
ジ
オ
体
操

当選者
紹　介

t
あ
お
ば
薬
局
は
く
す
り

相
談
と
く
じ
引
き

特賞 八木原のＵさん

▲マッキーさん
による大道芸 ▲病院内で健康チェックを開催

▲豊秋支部のいなりずしと
フランクフルト

t
榛
東
支
部
の

も
つ
煮

▲青年ジャンボリーの
とり団子スープ

s
社
保
委
員
会

ふ
く
し
ま
視
察

t
組
合
員
ホ
ー
ル
内

山
の
会
展
示


